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図２．観測中に検出した軟X線光子全てを使って作った太陽コロナ全面画像。点描の様に太陽の画が描ける。(© FOXSI-3

team)

図3．FOXSI-3の軟X線観測装置。詳細は https://hinode.nao.ac.jp/news/topics/foxsi-3/ を御覧下さい。(© FOXSI-3 team)

　この様に、個々のX線光子の持つ空間・時間・エネルギー情報が得られれば、あとはそれを使って

どの様に研究を行うかは研究者の腕次第です。例えば、検出した光子を全て空間上に並べると、点描

のように太陽の画像を描くことが出来ます（図1(b)と図2）。また、各時間に検出されたX線光子の数

を調べることで、コロナの時間変化の様子を調べることが出来ます。今回、高速度カメラにより高速

連続撮像を行なったので、短時間で大量のX線光子を集めることができ、10秒の時間変化でも十分に

追いかけることが出来ます（図1(c)）。さらに、各エネルギーに対して、そのエネルギーを持つX線

光子が何個検出されたかを調べることで、コロナのスペクトルを作ることも出来ます（図1(d)）。図

1では、活動領域（(b)の黒の枠線で囲った場所）の時間変化とスペクトルを例に出しましたが、

FOXSI-3は太陽全面を観測しており（図2）、太陽の全ての場所で同様のことが行なえます。

 

　今回、太陽全面にわたってコントラストの高い画像（｢明るい場所も暗い場所もくっきり見える｣画

像）が撮れていますが（図2）、これは特殊なX線用の鏡（NASAマーシャル宇宙飛行センターが開発

した斜入射ミラー）を使って光を集め、それを検出器で撮影したおかげであり、この点も重要です

（図3）。今回の観測手法は、｢集光撮像分光観測｣と呼びます。鏡を使って光を集め（集光）、太陽

の画像を撮る（撮像）と同時に、光をエネルギー毎に分けて（分光）観測するからです。これによっ

て、先述の4つの観測要件、全てを同時に合わせ持つ観測を世界で初めて実現しました。太陽軟X線

の集光撮像分光観測は、今回のFOXSI-3が世界初であり、現在、今回公開したデータを使った解析が

行われています。この解析から得られる科学成果については、続報をお待ち下さい。



図4. 打ち上げ前のFOXSI-3チームの集合写真。FOXSI-3が搭載された観測ロケットの前で撮影。(© NASA, FOXSI-3 team)
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